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＜病棟連絡事項＞
・特記事項なし

＜東病棟入室状況＞
【入院】
　・沖田　千賀様～東Dユニット

＜患者様連絡事項＞
・工藤　敬子様～4/22(土)11:00退院で娘様より希望あり。小屋敷SWへ伝えている。

・江刺家　惠子様～昨日準夜帯～本日深夜帯にかけて肉眼的血尿あり。小柳Drより、結石により傷つき出血したと考えられる為、腰痛等無ければ経過観察の指示あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつ開放観察実施。他室侵入及び他患者の私物弄り等の迷惑行為あり、時間早めて開放終了している。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。


・袴田　将志様～終日隔離中。自室では終始独語。対面時は言語の解体著しく疎通性不良。表情変化乏しく、眼光は爛々とし鋭い。精神運動興奮見られず不穏行動も無い。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・鈴木　達也様～終日隔離中。各食数口のみ摂取。服薬拒否無し。対人操作的言動や不穏行動も無い。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・在家 喜代松様～各食全量摂取。拒薬無し。午前入浴後より"風呂場で物盗まれた"等の被害的内容の訴えあり、帰宅願望も活発となる。焦燥感強く落ち着き欠く事から11:30不穏時継続指示リスパダール内用液(0.5)1P与薬した。

・安達　貴浩様～田名部Dr指示にて10:00時間隔離解除となる。気分高揚さあり。"私物を自己管理したい"等の要求あり自身の要求が通らぬと"なら隔離にしろよ"等の自棄的発言聞かれる。精神運動焦燥が顕著で落ち着き欠く事から13:00ロラゼパム(0.5)1T与薬。次第に静穏となる。

＜田名部Dr診察情報＞
・鈴木　達也様～臨時薬炭酸リチウム300→400mgへ増量、他同内容で処方となる。

・安達　貴浩様～興奮症状落ち着いたため10:00時間隔離解除となる。

・小笠原　久年様～臨時薬同内容で処方となる。

・齊藤　光枝様～臨時薬アナフラニール30→60mgへ増量、ミルタザピン中止、他同内容で処方となる。

・若沢　理子様～右臀部に内出血、疼痛訴えある為、フェルビナクスチック1本処方となる。

・藤井　孝蔵様～臨時薬プレドニゾロン1→2mgへ増量、他同内容で処方となる。

・小澤　和子様～臨時薬同内容で処方となる。

・大久保　和子様～臨時薬同内容で処方となる。

＜馬渡Dr診察情報＞
・宮崎　宏之様～臨時薬75mg→100mgへ増量、他同内容で処方となる。

・丸尾　貴史様～臨時薬ホリゾン6→5mgへ減量、ミルタザピン中止、他同内容で処方となる。西病棟転出許可あり。

・佐々木　康子様～臨時薬同内容で処方となる。

・泉山　紀子様～臨時薬同内容で処方となる。

・土嶺　晴子様～臨時薬同内容で処方となる。血糖測定も継続指示あり。南病棟転出許可あり。

・小田桐　幸雄様～臨時薬同内容で処方となる。持参薬酸化マグネシウムは調整可の指示。南病棟転出許可あり。

・在家　喜代松様～臨時薬メマンチン追加、他同内容で処方となる。

・中野　徹與様～臨時薬メマンチン追加、他同内容で処方となる。南病棟転出許可あり。

・工藤　敬子様～臨時薬同内容で処方となる。

・大沢　あい子様～臨時薬同内容で処方となる。

・船越　勝様～臨時薬ミルタザピン15→7.5mgへ減量、他同内容で処方となる。

＜皮膚科診察情報＞
・小田桐　幸雄様～肛門～臀部発赤あり、エキザルベ塗布指示。

・藤井　崇史様～頭部に粃糠性～小鱗状落屑あり。デルモゾールDPローション塗布指示。

・菅野　勝利様～右下腿同前処置。右腋窩大豆大の腫瘤あり、ガーゼ保護指示。
・畑中　成夫様～臀部同前処置。左外踝発赤、痂皮形成あり、テラマイシン軟膏塗布指示。

・堺　勝信様、藤井　孝蔵様、青木　昭弘様、城前　実様、立花　圭様、
沼山　真紀子様、小笠原　久年様、泉山　紀子様、水梨　孝純様～同前処置
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＜新入院患者様情報＞
日　　時：令和5年4月6日　11:43
　氏　　名：沖田　千賀（おきた　ちが）様
　生年月日：昭和14年9月13日　83歳
　病　　名：軽度認知障害
　性　　別：女性
　主 治 医：深澤Dr　
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Dユニット
　
＜経過＞
平成18年に不眠と頻尿に対する強迫的な行動あり、強迫性障害の疑いにて八
戸赤十字病院にて薬物療法開始。平成21年頃より物忘れが進み、家族に対し
て易怒性ある為、前認知症状態の診断で薬物療法開始となっている。令和4年
秋頃より独語や易怒性、自己中心的な発言が出現。一度話し始めると止まらな
い事や過食、ガスの付けっぱなしで鍋こがしやおたまを溶かしてしまうことあ
り。また、昼夜逆転や薬の自己調整もあり、家族介入も拒否し易怒的となる状
況のため、家族が疲弊している状況。八戸赤十字病院精神科病棟閉鎖に伴い当
院紹介され本日初診。R5.4.6東病棟Dユニットへ医療保護入院となる。
